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クーラントシステム洗浄剤 C-Tube 

①機械内のクーラント液の流れのある箇所に「クーラントシステム洗浄剤C-Tube」を投入します。 

（例：クーラント液100Lに対しC-Tube500mL) 

②24時間以上機械を通常稼働させ、C-tubeでクーラントシステム内のバイオフィルムなどを洗い 

 流します。 

③C-Tubeを投入したクーラント液を完全に抜き取り、切粉や沈殿物を除去します。 

④共洗い用として1%～2%程度の新液をタンクに張り、30分以上稼働させます。 

   その後、共洗い用液とスラッジ等を完全に取り除きます。 

⑤所要濃度のクーラント新液をタンクに張り込みます。 

【作業のポイント】 

・クーラントシステム洗浄剤C-Tubeが加工ワークに影響を与えることはありません。 

・臭気や汚れが強い場合は、洗浄時間を延長してください。 

・タンクから抜き取った廃液は、産廃処理法などの関連法規を順守して処理してください。 

・クーラント新液は濃度計などで濃度管理を行ってください。 

クーラントシステムのタンクおよび配管内の※バイオフィルムやカビ、金属イオンを除去  

するための洗浄剤です。 

人体に対して安全性が高く、クーラントに投入してそのまま作業を行うことができます。 

【使用方法】 

【取り扱い上の注意】 

・本剤はアルカリ性ですので、取り扱う際はゴム製等防水の保護手袋を装着してください。 

・皮膚に製品が付着した場合は石鹸を使わずに流水で洗い流してください。 

・この製品は、アルカリ性の製品なので、石鹸を用いず、希酢酸水(0.5～2%)でぬるぬるする  

 感じが なくなるまで洗い、更に､水で洗浄してください。医師の処置を受けてください。 

・目に入った場合は速やかに大量の水で洗い流してください。コンタクトレンズをとり隅々  

 まで洗浄を おこなってください。医師の診断を受けてください。 



クーラントシステムをリフレッシュ。※バイオフィルム・悪臭・スラッジを一掃！ 

※バイオフィルムとは、微生物（細菌）がタンクや配管の表面に作るヌメリ状の膜のことです。  

 この膜は、微生物（細菌）が分泌する粘着性物質（EPS)でできており、何層にも厚く   

 なることもあります。これが悪臭や切削液の劣化、機械トラブルの原因となります。 

 

After 

切削液タンクや配管、そこは菌たちにとっては高級リゾート地。                         

温度は快適、食べ物（油分・金属・添加剤）はたっぷり、酸素も水分も豊富で居心地快適です。         

「ここに住まない理由がある？」と思っています。さらに菌たちは考えます。「まだ不安だよね。波（ポンプ） 

に流されたら困るし」「殺菌剤を入れられたら住めないね」「pHが上がる前に何とかしよう！」                                               

そこで彼らは住みやすい環境を整備し、リゾート地開発を始めます。それがバイオフィルムの形成です。      

「ここで快適な切削液ライフを満喫しよう！」というわけです。                          

改定 20251101 

長期間切削液を使用すると、配管内やタンク底にスケールやスラッジが付着します。                  

殺菌効果のあるC-Tubeでフラッシング（洗浄）することで流路を保ち、バイオフィルムを洗い流すことで          

システム全体の性能を回復します。                                               

C-Tubeは切削油の性能劣化の原因となる他油（切削油以外の油分）による菌の繁殖を抑えることでバイオフィルム 

の発生を防ぎ、水溶性切削油「beacon」の清浄性を保ち長期使用を可能にします。 

beacon の清浄性を維持ーC-Tubeで洗浄、beacon Cureで回復 

Before 


